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集

局日

編

印

海
浜
プ

i
ル
と
水
族
館
で
、
子
供
た
ち
を
中
心
と
し
た
家
族

づ
れ
の
人
気
を
一
身
に
集
め
続
け
て
き
た
大
洗

η

海
の
こ
ど
も

の
国
々
で
は
、
こ
の
ほ
ど
更
に
、
叩
億

8
千
万
円
の
巨
費
を
投

じ
て
新
館
を
建
設
し
、
去
る

7
月
川
昨
日
、
華
や
か
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
別
協
の
海
岸
線
を
有
す
る
海
洋
県

H

い
ば
ら
き
H

に
ふ
さ
わ
し
く
、
海
と
人
と
の
ふ
れ
合
い
を
基
調
に
、
青
少
年

の
健
全
な
育
成
に
役
立
た
せ
よ
う
と
、
国
際
見
童
年
を
記
念
し

て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

新
館
は
、
全
国
初
の
イ
ン
ド
ア
(
屋
内
の
)
形
式
に
よ
り
、

イ
ル
カ
や
ア
シ
カ
の
水
上
・
水
中
シ
ョ
ウ
が
楽
し
め
る

H

海

獣

シ
ョ
ウ
コ
ー
ナ
ー
H

を
は
じ
め
、
常
設
展
示
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ

ー
ナ
ー
等
の
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
・
海
浜
動
物
園
コ
ー
ナ
ー
-
魚

の
暮
し
展
コ
ー
ナ
ー
-
巨
大
魚
コ
ー
ナ
ー
・
魚
の
超
能
力
コ
ー

ナ
ー
等
、
パ
ラ
イ
テ
ィ

l
に
富
ん
だ
動
的
水
族
館
と
し
て
の
機

能
を
そ
な
え
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
の
皆
さ
ん
に
充
分
楽
し
み

喜
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

新
館
の
開
館
式
は
前
日
の
お
日
午
前
日
時
却
分
、
関
係
者
の

見
守
る
中
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
始
ま
り
ま
し
た
。

新
館
玄
関
前
に
並
ん
だ
地
元
祝
町
小
学
校
二
年
の
栗
橋
良
一

君
と
三
年
笠
原
理
香
ち
ゃ
ん
、
竹
内
知
事
代
理
の
大
金
出
納
長
、

出
沼
県
議
会
副
議
長
、
竹
内
大
洗
町
長
、
千
ヶ
崎
文
佑
福
祉
事

業
団
副
理
事
長
ら
に
よ
り
紅
白
の
テ

i
プ
が
カ
ッ
ト
さ
れ
る
と
、

き
せ
ず
し
て
大
き
な
拍
手
が
わ
き
起
り
、
そ
の
あ
と
、
刺
入
収

容
の
海
獣
シ
ョ
ウ
コ
ー
ナ
ー
を
会
場
に
式
典
が
行
な
わ
れ
、
し

ん
が
り
に
調
教
を
受
け
た

6
頭
の
イ
ル
カ
に
よ
る
シ
ョ
ウ
で
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
館
完
成
を
機
に
正
式
名
称
は
「
海
の
こ
ど
も
の
国
L

を
「
大
洗
水
族
館
」
に
改
称
し
ま
し
た
が
、
「
海
の
こ
ど
も
の
閏
」

は
愛
称
と
し
て
こ
の
ま
ま
残
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
大
洗
海
岸
一
帯
は
大
洗
海
水
浴
場
を
中
心
と

す
る
、
大
洗
水
族
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
-
キ
ャ
ン
プ
場
(
明
治

記
念
館
)
・
児
童
遊
園
地
等
各
施
設
に
よ
り
、
夏
の
綜
合
レ
ジ
ャ

ー
エ
リ
ア
に
変
ぼ
う
し
ま
し
た
。

O
構

造鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

O
面

積
延
面
積
地
階
1
棺
2
抽
出

塔
屋

地
下
1
階
、
地
上
2
階

一
一
、
八
五
六
・
四
五
ぽ

六
五
八
・
八
九
ぽ

一
、
四
五
六
・
八
ニ
ぽ

六一

0
・
七
五
U

一
二
九
・
九
九
百

現
延水

塔 2 1 地面族
産階階階積館

一二、
O
六
八
・
O
六
ぽ

て一

O
九・
O
九
百

一、
O
九
八
・
九
四
ぽ

六
八
五
・
一
二
五
が

一
七
回
・
六
八
ぽ

弘
、
日
年
度
継
続
事
業
)

①
海
獣
シ
ョ
ウ
コ
ー
ナ
ー

(
1
階
)

イ
ル
カ
及
ア
シ
カ
に
よ
る
水
中
、
・
水
上
シ
ョ
ウ
と
ス
ク
リ

i
ン
映
像
に
よ

高
校
野
球

「
野
球
と
は
、
一
日
に
言
え
ば
、

十
八
人
が
九
人
ず
つ
に
分
か
れ
、
球

や
打
棒
eT
使
っ
て
:
:
」

こ
れ
は
、
夏
の
叩
子
関
大
会
(
当

時
の
全
国
中
等
学
校
優
勝
野
球
大
会
)

の
第
一
回
大
会
が
関
か
れ
た
大
正
四

年
に
、
新
筒
に
の
っ
た
か
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
早
わ
か
り
。
の
一
節
で
す
。

今
年
は
第
六
十
一
一
一
回
大
会
。
今
や

夏
の
風
物
詩
の
一
つ
と
し
て
お
な
じ

み
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
問
、
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

大
正
七
年
に
は
、
開
始
寸
前
に
な

っ
て
米
騒
動
で
中
止
。
大
正
十
三
年
、

現
在
の
叩
子
四
回
球
場
が
完
成
、
第
十

回
大
会
ぞ
開
催
。
昭
和
十
六
年
か
ら

五
年
間
は
戦
争
の
た
め
に
中
断
。
昭

和
二
十
…
年
、
関
宮
球
場
で
再
開
さ

れ
た
時
に
は
、
食
う
や
食
わ
ず
の
世

の
中
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

同
万
人
も
の
観
衆
を
集
め
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
憲
政
部
の
あ
る
高
官
の

「
日
本
人
が
、
こ
ん
な
に
楽
し
く
笑

う
姿
ぞ
は
じ
め
て
み
た
」
と
い
う
談

話
が
新
聞
聞
に
の
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
八
年
に
は
、
初
め
て
テ

レ
ビ
で
中
継
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
以

後
、
テ
レ
ビ
の
普
及
と
歩
調
を
あ
わ

せ
る
よ
う
に
高
校
野
球
の
人
気
は
高

ま
り
、
同
γ
子
関
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
二
週
間
と
い
う
も
の
、
な
ん

と
な
く
そ
わ
そ
わ
し
て
落
ち
つ
か
ず
、

気
が
つ
い
た
ら
テ
レ
ビ
の
前
に
い
た

1
iー
な
ど
と
い
う
話
も
少
な
か
ら
ず

耳
に
し
ま
す
。

こ
れ
が
決
勝
戦
と
も
な
る
と
、
日

本
列
島
の
熱
気
は
最
高
潮
に
達
し
ま

す
が
、
こ
の
呂
、
も
う
一
っ
か
最
高

潮
。
に
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
電

力
の
使
用
量
、
て
す
。

炎
天
下
、
プ
レ

i

・
ボ
ー
ル
の
声

と
と
も
に
、
ク
ー
ラ
ー
の
使
用
と
テ

レ
ビ
観
戦
が
重
な
っ
て
、

8
本
列
島

の
電
力
使
用
量
は
グ
ン
グ
ン
上
昇
。

例
年
、
二
時
か
ら
三
時
に
か
け
て
ピ

ー
ク
と
な
り
、
わ
が
国
の
発
電
所
は

か
パ
ン
ク
寸
前
。
の
状
態
に
追
い
込

ま
れ
ま
す
。
二
十
八
度
|
1
1
夏
の
冷

房
温
度
を
守
り
た
い
も
の
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
、
今
年
も
全
国
か
ら
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
地
区
代
表
四
十
九

校
が
、
八
月
八
日
か
ら
ニ
沼
間
に
わ

た
っ
て
甲
子
闘
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
す
。大
会
が
幕
を
閉
じ
る
と
、
も
う
す

ぐ
秋
で
す
。

る
科
学
的
解
説
を
行
う
。
(
剛
人
収
容
ス
タ
ン
ド
)

②
イ
ベ
ン
ト
ホ

l
ル
(
1
階
)

常
設
展
示
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ナ
ー
、
魚
の

Q
&
A、
海
洋
科
学
企
画
展

示
等
を
随
時
内
容
を
変
え
て
展
示
。

③
海
浜
動
物
爾
コ
ー
ナ
ー
(
2
階
)

ひ
な
段
式
水
槽
に
よ
り
、
エ
ビ
、
カ
ニ
、
ヒ
ト
デ
、
ウ
ニ
、
イ
ソ
ギ
ン
チ

ャ
ク
な
ど
磯
の
生
物
を
展
示
。

④
魚
の
暮
し
田
氏
コ
ー
ナ
ー
(
2
階
)

魚
の
衣
食
住
を
タ
イ
ト
ル
で
演
出
展
示
。

@
保
護
色
実
験
水
槽
、
擬
態
実
験
水
槽

⑧
肉
食
実
験
水
槽
、
草
食
実
験
水
槽
、
投
餌
水
槽

⑮
向
流
性
実
験
水
槽
、
岩
礁
魚
生
態
水
槽
、
表
層
色
群
泳
水
槽

⑤
巨
大
魚
コ
ー
ナ
ー
(
I
階
)

ピ
ラ
ル
ク
、
コ
ロ
ソ
7

、
ソ
ウ
ギ
ョ
、
ア
オ
ウ
オ

⑥
魚
の
超
能
力
コ
ー
ナ
ー

(
2
階
)

ァ
、
電
気
ウ
ナ
ギ
の
発
電
実
験
水
槽

イ
、
鉄
砲
魚
の
放
水
実
験
水
槽

ゥ
、
魚
の
知
能
実
験
水
槽



らあお (2) 

八
月
は
子
供
の

水
の
事
故
が
目
だ

っ
て
増
、
え
る
時
期

で
す
。子
供
の
水
の
事

故
は
、
こ
の
時
期

に
限
ら
ず
一
年
中
起
こ
っ
て
い
ま
す
が
、

八
月
が
よ
¥
に
多
く
、
同
じ
時
期
の
交

通
事
故
に
よ
る
死
者
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。

子
供
は
、
水
遊
び
が
大
好
き
で
す
。

そ
の
半
面
、
水
の
怖
さ
を
知
り
ま
せ
ん
。

第116号

第

5
田
町
民
挙
げ
て
の
大
掃
捺

L、

私
た
ち
の
住
む
環
境
を
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
手
で
キ
レ
イ
に
し
、
清
潔

で
明
る
い
、
健
康
な
町
、
っ
く
り
を
し
よ

う
と
、
町
民
総
ぐ
る
み
で
始
め
ら
れ
た

大
掃
除
も
、
今
年
で
第
5
問
自
を
迎
え
、

去
る
6
月
紅
白
、
山
品
目
、

7
月
5
日
の

各
日
曜
日
に
早
朝
か
ら
行
な
わ
れ
ま
し

た。
す
っ
か
り
手
な
れ
し
た
町
民
の
皆
さ

ん
の
奉
仕
に
よ
り
、
町
内
の
道
路
、
測

溝
等
が
ま
た
た
く
関
に
、
隅
々
ま
で
清

掃
さ
れ
、
こ
の
臼
処
理
さ
れ
た
汚
泥
は

タ
ン
プ
で
抑
ム
口
も
の
旦
一
塁
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
夏
期
シ

i
ズ
ン
を
ひ
か
え
、

環
境
衛
生
の
面
は
も
と
よ
り
、
水
質
の

浄
化
に
も
大
き
な
効
果
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
、
大
変
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
大
掃
除
に
は
次
の
方
々

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お昭和56年8月 1臼

。
大
洗
土
木
協
会
(
黒
沢
久
蔵
会
長
)

ダ
ン
プ
カ
ー
延
討
会

シ
ョ
ベ
ル
カ

l

延
7
ム口

協

力

者

羽

入

。
水
道
工
事
町
指
定
活

タ

ン

プ

カ

!

延

7
ム口

協
カ
者

9
人

そ
の
た
め
、
親
が
ち
ょ
っ
と
尽
を
離
し

た
ス
キ
に
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い

悲
し
い
事
故
に
結
び
つ
く
こ
と
が
多
い

の
で
す
。
子
供
の
水
の
事
故
は
保
護
者
の
責
任

|

i
と
心
得
て
、
ふ
だ
ん
か
ら
子
供
に

よ
く
注
意
す
る
と
と
も
に
、
水
の
一
事
故

か
ら
尊
い
生
命
を
守
る
た
め
に
、
次
の

よ
う
な
点
に
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
o

v子
供
た
ち
だ
け
で
水
泳
や
水
遊
び
に

行
か
な
い
よ
う
、
ふ
だ
ん
か
ら
言
い
き

か
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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人
権
擁
護
啓
発
標
識
壌
を
建
設

大
洗
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は

基
本
的
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る

事
業
の
一
環
と
し
て
、
東
光
台
交
差
点

に
「
人
権
の
共
存
」
の
テ
!
?
に
も
と

ず
さ
、
「
互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
、
え

て
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
ろ
う
」
と

い
う
標
識
は
巾
を
、
大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
(
川
上
俊
彦
会
長
)
と
大
洗
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
雨
沢
利
夫
会
長
)
の

協
力
を
得
て
建
設
こ
の
ほ
ど
完
成
い
た

し
ま
し
た
。

完成した標識塔

第
一
中
学
校
へ
清
掃
用
と
し
て

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
雑
布
捌
枚

大
洗
町
町
高
年
者
ク
ラ
ブ

明

寿

会

代
表
高
橋
兼
土
口
殿

8
月
1
日
は
「
水
の
日
」
、
こ
の
白

か
ら
一
週
間
は
「
水
の
週
間
L

で
す
。

夏
場
は
、
一
年
の
っ
ち
で
も
最
も
水

を
多
く
使
う
季
節
で
す
。
い
ま
一
度
、

暮
ら
し
の
中
の
水
の
大
切
さ
を
見
直
し

ま
し
ょ
う
。

夏
に
な
る
と
、
だ
れ
で
も
多
少
は
食
欲
が
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
待
期
は
、

関
の
働
き
が
弱
く
な
る
た
め
で
す
。
食
欲
が
な
い
と
、
つ
い
朝
食
を
と
ら
な
か

っ
た
り
、
昼
食
も
お
茶
づ
け
や
ざ
る
そ
ば
な
ど
、
き
っ
ば
り
し
た
も
の
を
と
り

そ
し
て
零
い
か
ら
と
い
っ
て
、
つ
い
冷
た
い
も
の
を
欽
む
。
こ
れ
で
は
関
の
調

子
も
ま
す
ま
す
悪
く
な
っ
て
き
ま
す
。
夜
も
む
し
暑
い
と
、
あ
ま
り
予
を
か
け

ず
に
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
で
す
ま
せ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
惑
い
食
生
活
を

続
け
ま
す
と
、
カ
ロ
リ

i
不
足
と
な
り
、
さ
ら
に
糖
質
に
か
た
よ
り
過
ぎ
、
た

ん
ぱ
く
質
や
ビ
タ
ミ
ン
も
不
足
と
な
り
ま
す
。
夏
は
体
力
の
消
耗
が
は
げ
し
い

た
め
、
た
ん
ぱ
く
質
や
ビ
タ
ミ
ン
は
普
段
の
と
き
以
上
に
婆
求
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
な
の
に
暑
さ
の
た
め
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
も
の
ば
か
り
た
べ
て
い
て
は
、
夏
パ

テ
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
暑
さ
で
汗
を
か
く
と
水
気
ば
か
り
ほ

し
く
な
り
ま
す
が
、
汗
で
失
う
の
は
水
分
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
汗
に
は

塩
分
も
ふ
く
ま
れ
て
お
り
塩
分
も
消
耗
し
ま
す
。
人
間
の
体
は
血
液
や
リ
ン
パ

液
の
塩
分
の
濃
度
を
一
定
に
保
つ
作
用
が
あ
っ
て
、
臓
器
や
筋
肉
が
最
も
よ
い

コ
ン
デ

i
シ
ョ
ン
で
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
暑
い
暑
い
と

い
っ
て
氷
ば
か
り
欽
ん
で
い
て
は
、
体
の
中
の
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
、

疲
労
度
が
高
く
な
り
パ
テ
や
す
く
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
塩
分
と
い
う
の
は
多

す
ぎ
て
も
ま
ず
い
と
い
う
、
や
っ
か
い
な
も
の
な
の
で
す
。
汗
の
な
か
の
塩
類

濃
度
は
血
液
の
塩
分
の
一
一
一
割
程
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
汗
を
か
い
た
と
き

水
分
と
と
も
に
逃
げ
出
す
の
で
、
思
度
に
応
じ
て
塩
分
を
補
給
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
が
、
ま
た
多
過
ぎ
て
い
け
な
い
の
で
、
こ
の
辺
の
味
付
け
に
気

を
配
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
お
茶
の
時
間
同
な
ど
に
、
梅
干
十
ゃ
っ
け
も
の
(
あ
ま

り
か
ら
く
な
い
も
の
)
を
と
る
こ
と
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

子
供
と
老
人
は
水
分
を
十
分
に

乳
幼
児
は
暑
さ
に
対
す
る
体
内
の
調
節
機
能
が
弱
い
の
で
、
災
天
下
水
分
も

と
ら
ず
に
遊
び
に
夢
中
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
水
分
の
補
給
を
心
が
け
て
や

ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
睡
眠
に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
眠
り
や
す
い
条

件
を
つ
く
っ
て
や
る
こ
と
で
す
。
昼
寝
を
日
課
と
し
て
下
さ
い
。
老
人
の
場
合

も
や
は
り
脱
水
に
な
ら
な
い
よ
う
技
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
脱
水
に
よ
っ

て
血
液
が
濃
縮
さ
れ
、
脳
卒
中
を
起
こ
し
ゃ
す
く
な
り
ま
す
。
体
の
中
の
水
分

ま
た
は
電
解
質
が
不
足
す
る
と
腸
の
動
き
も
慈
く
な
り
、
便
秘
が
ち
に
な
り
ま

す
の
で
水
分
の
補
給
だ
け
は
心
が
け
て
下
さ
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
水
を
カ
ブ

飲
み
す
る
と
湾
も
弱
り
、
逆
効
果
と
な
り
ま
す
か
ら
、
牛
乳
と
か
果
汁
や
ス
ー

プ
な
ど
で
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
夏
パ
テ
を
防
ぐ
に
は
、
規
則
正
し
く
栄

養
の
あ
る
食
事
を
と
る
。
特
に
夏
は
他
の
季
節
よ
り
朝
食
は
必
ず
き
ち
ん
と
と

る
べ
き
で
す
。
そ
し
て
適
度
に
水
分
の
補
給
を
行
い
、
よ
く
縫
眠
を
と
り
過
労

を
さ
け
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
夏
の
体
力
づ
く
り
の
基
本
で
す
。

夏
に
お
お
い
に
た
べ
た
い
食
品

O
ビ
タ
ミ
ン

A
の
多
い
食
品

か
ぼ
ち
ゃ
に
ん
じ
ん
ニ
ラ
し
そ
う
な
ぎ

O

ビ
タ
ミ
ン
弘
の
多
い
食
品

セ
ロ
リ
大
一
史
ゴ
7

し
い
た
け
豚
肉
な
ど

O
ビ
タ
ミ
ン

C
の
多
い
食
品

ピ
ー
マ
ン
レ
タ
ス
レ
モ
ン
キ
ャ
ベ
ツ

さ
つ
ま
い
も
な
ど

。
た
ん
ぱ
く
質
を
多
く
含
む
食
品

牛

乳

と

う

ふ

納

豆

魚

鶏

肉

夏
パ

を
防
ぐ
に
は

豚
肉

ト
マ
ト

牛
肉

レ
バ
ー
な
ど

も
や
し

チ
ー
ズ
な
ど
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大

洗

も百品あおお

総
合
優
勝

二

位

三

位

大
洗
町

内
原
町

美
野
里
町

回
{憂イ本
σ〉
勝部

パ
レ

i
ボ
i
ル
(
青
年
男
子

第116号(3) 

の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
青
年
女
子
)

柔

道
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
(
女
チ
)

野

球

桂

上
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
(
男
子
)

H

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

三

位

パ

レ

i
ボ
i
ル
(
一
般
男
子
)

H

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
?
?
さ
ん
)

な
お
、
優
勝
し
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
青

年
男
子
及
び
女
子
)
、
柔
道
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
(
女
子
)
は
8
月
幻
自
か

ら
初
日
迄
、
笠
松
・
東
町
間
総
合
運
動

公
園
で
行
な
わ
れ
る
。
県
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

{憂

勝" 
準

1/ f愛"
自券

1/ 

時

き

第
2
屈

川
川
川
大
洗
町
お
川
丸
谷
一
込
山
小
川
山
川

仇
川
川
山
川
島
志
融
引
山
川
山
川

去
る
7
月
5
臼

、

ロ

日

の

日

曜

日

に

三

位

第
2
回
大
洗
町
お
父
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ

i

四

位

ル
大
会
が
磯
浜
小
学
校
と
大
洗
高
校
を

会
場
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
大
洗
町
ソ
フ
ト
透
明
皿
(
関

捜
繁
会
長
)
が
主
催
し
行
っ
た
も
の
で
、

今
年
で
第
2
面
白
を
迎
え
各
町
内
か
ら

叩
チ

i
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
握
る
ボ

l
ル
に
お
父
さ

ん
選
手
は
大
ハ
リ
キ
リ
、
プ
レ
ー
は
エ

ラ
!
、
暴
投
、
ト
ン
ネ
ル
等
珍
プ
レ
ー

が
続
出
し
ま
し
た
が
大
変
楽
し
い
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

明

神

町

B

準

優

勝

新

町

A

マ
さ
ん

髭
釜
フ
レ
ン
ズ

祝
町
A

ザ明匂鞠物穂柄、、

杉福間柴大桧

山井根回津山

校
美
子
さ
ん
(
磯
小
)

陽
子
さ
ん
(
大
小
)

箆
子
さ
ん
(
滝
口
)

記
代
江
さ
ん
(
明
石
)

供
子
さ
ん
(
大
洗
)

澄
子
さ
ん
(
松
の
木
)

斗
け
制
叶
削
寸
大
洗
ク
一
フ
フ

イ
叫
制
H
削
叶
明
石
保
管
囲
ク
ラ
ブ

4
H制
川
削
寸
滝
口
保
育
園
ク
ラ
ブ

イ
叶
制
川
町
寸
松
の
木
ク
ラ
ブ

イ
叫
削
H
酎
寸
大
寅
小

P
T
A
ク
ラ
フ

汁
川
刷
川
酎
寸
磯
浜
小

P
T
A
ク
ラ
ブ

組合せ

位
決
定
戦

竹
竣海

浜口

子保
L 育

A 関
クク
ララ
ブス

|明神町 A I 
「五ττ1
1 明神町 D I 

i 明神町 E I 
|髭釜フレンズl
l祝町 B I 
1 東光台c I 

l金沢|
|角 -1
i永町 c 1 
|仲IllJ B I 
|東光台 B I 
|永田J B 1 

1:東光台 ~I
l新町 AI 

県
民
総
合
体
育
大
会
・
第
出
回
東
茨

城
郡
地
方
大
会
が
、
去
る
6
月
比
日
か

ら
お
日
迄
の
聞
の
各
日
曜
日
に
、
都
内

の
各
会
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
勤
労
青
年
が
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
、
相
互
の
友
好
綴
善
を
深

め
健
康
な
地
域
社
会
作
り
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。

本
町
か
ら
は
、

mm
名
の
皆
さ
ん
が
全

競
技
種
目
に
参
加
し
て
み
ご
と
、
総
合

優
勝
の
栄
冠
を
か
ち
と
り
ま
し
た
。

0 

6 

6 15 
5 
3 

「百五百C I 
ii丁目 j
i髭議町 A I 
i 永町 ~I
12丁目|
i 寺釜 ~I
i新自J B I 
1寺釜 B 1 

|明神町 B I 
lf中町 A I 
i髭釜桜|

L主主Lム」
! 大賞新調JI 
11歳前 i
|上宿|

も〉ふ
v
治
8
2対
抗
ハ
の
い
ど
冶
鰻
パ
い
パ
フ
(
)

j
f
:
J
f
、、
J

f
、ノJ
ぜ/、
P
1
4
p
f
t
;
J
f
L
Y
、J
f
t
y
、J
，

な
司
令
か
出
聞
か
れ
る

去
る
6
月
回
目
の
日
開
唱
の
午
後
、
梅
、
え
ま
す
0

0

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

雨
時
の
う
っ
と
お
し
さ
を
吹
き
と
ば
す
と
お
り
、
日
頃
鍛
え
た
カ
ラ
オ
ケ
名
人

か
の
様
に
、
磯
浜
小
学
校
体
育
館
は
歌
た
ち
の
飛
入
り
な
ど
が
あ
っ
て
、
集
ま

と
歓
声
で
み
ち
あ
ふ
れ
で
い
ま
し
た
。
っ
た
醐
人
の
皆
さ
ん
は
終
始
楽
し
く
、

こ
れ
は
、

N
H
K
水一戸
F
M
放
送
局
と
き
を
過
し
ま
し
た
。

が
近
隣
町
村
間
の
親
睦
と
交
流
を
深
め

る
た
め
に
企
画
主
催
し
た
、
大
洗
釘
と

茨
城
町
の
「
ふ
る
さ
と
対
抗
の
ど
自
慢
」

大
会
の
会
場
と
な
っ
た
か
ら
で
す
。

本
番
の
第
一
部
は
両
町
各
階
層
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
、
の
ど
自
慢
に
よ
る
対

抗
戦
で
、
歌
謡
曲
あ
り
民
謡
あ
り
コ
ー

ラ
ス
あ
り
で
、
は
な
ば
な
し
い
歌
合
戦

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
合
間
を

ぬ
っ
て
、
両
町
の
特
産
物
や
郷
土
芸
能

な
ど
の
紹
介
披
露
も
行
な
わ
れ
、
一
一
層

の
慮
り
上
り
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
の
第
二
部
で
は

η
あ
な
た
も

ナ
マ
バ
ン
ド
で
、
ス
テ
ー
ジ
で
、
う
た

〔
夏
の
防
犯
運
動
の
実
施
〕

議

梅
雨
明
け
を
持
ち
き
れ
ず
、
連
臼
、

真
夏
日
が
ふ
り
そ
そ
ぐ
な
か
で
、
去
る

7
月
刊
日
、
大
洗
の
海
聞
き
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

午
前
日
時
、
花
火
を
合
図
に
、
大
洗

磯
前
神
社
の
神
官
に
よ
る
海
開
き
式
は

厳
か
い
執
り
行
な
わ
れ
、
参
集
の
関
係

者
に
よ
り
海
上
安
全
の
祈
願
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
こ
そ
、
暑
い
支
に
し
た
い
も
の

で
す
。

大
洗
町
民
マ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

去
る
7
月
5
目
、
町
立
大
貫
小
学
校

の
体
育
館
で
、
第
五
回
町
民
?
?
さ
ん

パ
レ

i
ボ
i
ル
大
会
(
春
季
大
会
)
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
頃
ス
ポ
ー
ツ
に
な
じ
み

の
浅
い
ご
家
庭
の
婦
人
が
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
通
じ
て
お
互
の
親
睦
と
交
流
を

深
め
、
あ
わ
せ
て
体
力
の
向
上
を
図
る

よ
う
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
す

大
会
は
、
町
内
か
ら
6
チ
l
ム
が
参

加
し
て
、

9
人
制
・

2
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー

グ
戦
方
式
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

?
?
さ
ん
選
手
の
皆
さ
ん
は
子
供
た

ち
の
大
き
な
声
援
を
受
け
、
コ
!
ト
狭

し
と
激
し
い
闘
志
で
プ
レ
ー
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

な
お
、
試
合
の
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
0

0
団
体
賞
優

勝

松

の

木

ク

ラ

ブ

準
優
勝
大
洗
ク
ラ
ブ

三

位

磯

小

P
T
A
ク
ラ
ブ

O
倒
入
賞

ハ
ッ
ス
ル
プ
レ

l
ヤ
賞

茨
城
県
警
察
本
部

事
件
事
故
を
な
く
し

一
泉
を
楽
し
く
す
ご
し
ま
し
ょ
う

警
察
で
は
、
夏
に
多
く
な
り
ま
す
水
の
事
故
、
ち
か
ん
や
暴
力
犯
罪
、
あ
き

巣
や
自
転
車
盗
難
、
少
年
の
非
行
、
交
通
死
亡
事
故
な
ど
の
防
止
を
雷
一
一
点
に
、

次
に
よ
り
紡
犯
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

一
、
実
施
期
間

7
R
m
gか
ら
8
月
白
日
ま
で

一
一
、
防
止
活
動

O
沼
や
川
川
な
ど
の
危
険
箇
所
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル

O
海
水
浴
場
や
祭
り
の
場
所
な
ど
混
雑
場
所
に
対
す
る
警
戒

O
住
宅
や
自
転
車
に
対
す
る
紡
犯
診
断

O
交
通
の
指
導
取
締
り

O
金
融
機
関
に
対
す
る
警
戒

一
一
一
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

ω
児
童
、
幼
児
の
水
の
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
だ
け
の
水
遊
ぴ
を
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
保
護
者
の
ち
ょ
っ
と

し
た
注
意
が
事
故
を
防
ぎ
ま
す
。

夏
は
「
ち
か
ん
」
が
横
行
す
る
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

極
端
に
肌
を
露
出
し
た
も
の
な
ど
の
挑
発
的
服
装
は
慎
し
み
ま
し
ょ
っ
。

夜
間
の
外
出
に
は
明
る
い
人
通
り
の
多
い
遂
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

「
あ
き
巣
」
ね
ら
い
に
玄
関
の
カ

l
ド
を
開
閉
め
ま
し
ょ
う
。

自
主
防
犯
の
カ
ギ
は

O
一
戸
締
り
は
厳
重
に

O

カ
キ
は
ワ
ン
ド
ア
ツ

i
ロ
ッ
ク

少
年
を
非
行
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

非
行
の
徴
候
こ
ん
な
時
に
は
要
注
意

。
言
葉
使
い
が
乱
暴
に
な
り
つ
つ
そ
」
を
多
く
つ
く
よ
う
に
な
る
。

O
金
使
い
が
荒
く
な
る
。

O
無
断
外
泊
、
夜
遊
び
が
多
く
な
り
ま
す
。

わ
が
子
の
一
言
動
に
は
常
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

交
通
死
亡
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

「
せ
か
せ
か
運
転
」
「
イ
ラ
イ
ラ
運
転
」
は
事
故
の
も
と
で
す
。

余
裕
を
持
っ
て
安
全
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

(2) (3) (4) (5) 

夏の犯罪と

事故をなくそう



(4) 

。
結
核
は
、
ま
だ
安
心
で
き
ま
せ
ん
。

み
ん
な
の
努
力
で
結
核
は
年
々
減
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
最
大

の
伝
染
病
の
一
つ
で
す
。

①
感
染
性
の
把
握
患
者
は
人
口
湖
人
に

-
人
の
割
合
で
す
。

②
一
年
間
に
発
生
す
る
患
者
数
は
全
国

で
毎
日
間
人
が
発
病
し
て
い
ま
す
。

③
一
年
間
の
死
亡
数
、
毎
日
全
国
で
幻

人
も
死
亡
し
て
い
ま
す
。

。
結
核
の
感
染

結
核
衝
は
患
者
の
せ
き
ゃ
く
し
ゃ
み

と
一
緒
に
飛
び
散
り
、
近
く
の
人
が

そ
れ
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
伝

染
し
ま
す
。

一
番
危
険
な
の
は
患
者
と
の
同
居
で

す
。
患
者
の
い
る
家
庭
の
子
供
の
感

染
、
発
病
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

。
う
つ
り
方
、
進
み
方

①
吸
い
込
ん
だ
結
核
菌
の
か
た
ま
り
が

腕
の
中
に
見
ら
れ
ま
す
。

②
二

i
一
二
選
間
後
、
結
核
菌
が
ふ
え
る
。

③
四
i
五
週
間
後
、
結
核
菌
の
一
部
は

血
液
の
中
に
流
れ
、
他
の
場
所
へ
運

ば
れ
ま
す
。

④
六
l
八
週
後
、
身
体
の
菌
を
紡
ぐ
仕

組
が
効
果
を
示
し
始
め
、
菌
は
病
巣

に
閉
じ
こ
め
ら
れ
ま
す
。

⑤
こ
の
段
階
で
治
る
場
合
が
多
い
。

生
き
残
り
の
菌
が
、
後
で
結
核
を
起

第116号

「
間
関
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」
龍
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田
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昭
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日
日

(
当
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着
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⑧
援
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受
け
よ
う
結
核
技
μ

ト
機
診
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こ
す
も
と
に
な
り
ま
す
0

0
病
気
を
み
つ
け
る
に
は
、

外
見
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
や
習
の
検
査
で
、
結
核

を
見
つ
け
ま
す
o

A
V
こ
ん
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
、

①
一
ヵ
月
以
上
咳
が
続
く
人

②
一
ヵ
月
以
上
疾
が
統
く
人

③
血
夜
が
で
る
人

平
自
に
受
診
、
長
ぴ
く
咳
は
赤
信
号

最
近
、
老
人
結
核
が
多
い
と
ぎ
わ
れ
て

い
ま
す
。
老
人
に
な
っ
て
か
ら
感
染
す

る
の
で
な
く
、
悪
化
又
は
再
発
で
す
。

卓
志
化
現
象
の
た
め
機
能
が
表
、
え
て
、
古

い
病
巣
が
再
燃
す
る
た
め
で
す
。
多
く

老
人
に
あ
り
が
ち
な
気
管
支
炎
や
嶋
怠

と
し
て
片
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
乳

幼
児
の
い
る
家
庭
で
は
と
く
に
注
意
し

て
老
人
の
定
期
検
診
を
励
行
し
て
で
き

い
。
又
、
老
人
に
何
の
症
状
が
な
く
て

も
、
間
居
の
乳
幼
児
の
ツ
反
が
務
転
し

た
時
は
、
老
人
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を

受
け
て
下
さ
い
。

。
一
五
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
は
、
年

一
面
結
核
検
診
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

九
月
一
日
よ
り
十
一
日
ま
で
全
町
内

を
巡
回
す
る
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

の
機
会
を
の
が
き
ず
、
ぜ
ひ
受
け
る

ト品、つに
!
v
牢
ア
レ
ょ
、
7
。

圏
際
捧
害
者
年
記
念

論
文
@
作
文
@
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

今
年
は
国
際
障
害
者
年
で
す
。
県
で
特
殊
教
育
諸
学
校
に
在
学
し
て
い
る
児

は
、
障
官
官
者
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
童
・
生
徒

を
深
め
る
た
め
、
県
内
小
・
中
・
高
校

V
ポ
ス
タ
ー
の
部
テ
1
7
1障
害
児

生
お
よ
び
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
論
文
・
(
者
)
の
し
あ
わ
せ
や
理
解
を
訴
え
る
も

作
文
・
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
の
四
ッ
切
画
用
紙
を
使
用
応
募
資

V
論
文
の
部
テ
1
7
1障
害
児
(
者
)
格

l
作
文
に
同
じ

に
関
す
る
も
の
字
数
日
日
四
O
O字
詰

V
応
募
期
間

9
月
1
日
(
火

)
1
日
月

原
稿
用
紙
一

O
枚
以
内
応
募
資
格

l

m
日
(
火
)

県
内
に
住
ん
で
い
る
者

V
提
出
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先
茨

マ
作
文
の
部
テ
1
7
1燈
害
児
(
者
)
城
県
生
活
福
祉
部
障
害
福
祉
課
(
一
γ
一ニ

に
つ
い
て
学
校
や
臼
常
生
活
を
通
し
て
一

O

水
戸
市
三
の
丸
一
ー
ー
五
|
一
ニ
八

感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
字
数
H
H

霞
話
直
通
O
二
九
一
一
回
l
l
一
一
六
二

四
O
O字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内
応
九
)

募
資
格

1
県
内
小
・
中
・
高
校
お
よ
び

日曜・祝日の通話料がぐ~んとお得!こY

大洗電報電話局

1.昼間もお得な日曜@規自害U51(8月98から)

60km以遠のダイヤル通話料が日曜・祝日は昼間も約4割引に。

日程・祝日割引は、 60kmを超える区域へのダイヤル通話にご

利用いただけます。割引率は夜間割引と同じ約4割引。つまり、

日曜・祝日は昼間も夜間料金なみでかけられます。

遠くへお得な遠盟離値下げ(8月5臼から)

500kmを超える遠距離通話料が14%~17%安くなります。

2開

500kmを超えて 750kmまでの区域は約14%、750回以遠は約17

%、それぞれ通話料金が安くなります。いままでの袋関の3分

間の通話料金で、 30秒前後長くかけられます。遠距離も、ゆと

りを持ってお話しください。

需
瞥
公
欄
幽
基
地
入
よ
り
基
地
内
ま
で

鞠
交
通
規
制
制
に
つ
い
て

来
る
8
月
日
日
よ
り
、
月
お
く
れ
盆

に
入
り
釘
営
墓
地
内
相
当
に
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
釘
営

慕
地
内
ま
で
の
道
路
に
つ
い
て
交
通
規

制
を
い
た
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
間
近
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
パ
ス
等
を
利
用
し
て
事
で

の
纂
参
の
場
合
は
規
制
時
間
外
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

O
規
制
期
日

8
月
日
日
!
日
目

。
規
制
時
間
午
後
5
時
1
8
持

O
対
象
車
輔
全
車
輔
(
自
転
車
を
含
む
)

出

相
談
新
開
設
に
つ
い
て

欄
偶
吋
験
器
削
何
で
す

O
場
所

午
前
九
時
l
午
後
二
時

水
戸
警
察
署

家
出
し
た
ま
ま
消
息
の
わ
か
ら
な
い

方
、
全
国
無
縁
墓
地
に
眠
る
身
元
の
わ

か
ら
な
い
遺
体
、
一
一
七
、

0
0
0体
の
身

一
%
を
探
す
た
め
、
家
出
人
相
談
所
を
関
前
記
の
月
日
以
外
の
日
曜
日
を
除
く

設
い
た
し
ま
す
の
で
家
出
人
の
安
否
を
毎
日
、
茨
城
県
警
察
本
部
(
水
戸
市
一
二

お
気
づ
か
い
の
方
々
の
ご
来
所
を
お
待
の
丸
一

l
五
|
一
二
八
す
E
L
0
2
9

ち
し
て
お
り
ま
す
。

2
1
2
4
2
1
1
1
内
線
2
4
7
5
)

。
臼
時
八
月
十
一
臼
J

で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

十
二
日
間

八
月
十
二
日
}

ひとリひとりが省エヰ}vギー

暑い日は、ついついお部援の ì~1}j5 をきかせすぎ

てしまいます。必要以上向冷房はエネノレギーの

ムタ使いになるばかりでなく、体にもよくあり

ません。

お日1:1，ミグ);uv5i品li:ま28.CくりL、{こしましょう。

今
年
も
「
原
子
力
の
臼
」
を
記
念
し
⑧
応
募
は
一
人
一
篇
。
別
紙
に
氏
名
、

て
中
・
高
校
生
か
ら
作
文
を
募
集
し
ま
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
問
所
在

す
。
日
頃
、
原
子
力
に
つ
い
て
感
じ
て
地
、
同
電
話
番
号
、
学
年
、
性
別
、
参

い
る
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
夏
休
み
を
考
資
料
、
募
集
を
知
っ
た
方
法
を
明
記

利
用
し
て
ま
と
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
し
て
下
さ
い
。

応

募

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

⑧

締

切

り

⑧
作
文
一
ア
!
?
・
原
稿
枚
数

食
中
学
生
(
四
O
O字
詰
四
枚
)

①
原
子
力
と
未
来

②
私
が
調
べ
た
原
子
力

会
高
校
生
(
四
O
O字
詰
六
枚
)

①
私
と
原
子
力
と
の
出
合
い

②
私
が
調
べ
た
原
子
力

「
、
し
れLW

 

み

の

自

水
一
戸
警
察
署

~0二

⑪東京電力株式iH1

郵
政
省
は
、
昭
和
五
十
三
年
度
に
毎
使
用
し
ま
す
小
裂
記
念
印
及
ぴ
台
紙
も

月
二
十
三
日
を
「
ふ
み
の
日
」
と
定
め
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

ま

し

た

。

だ

さ

い

。

「
ふ
み
の
呂
」
は
、
手
紙
を
書
く
こ
と
な
お
、
小
裂
記
念
印
の
図
案
は
、
大

へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
生
活
洗
の
海
と
踊
子
を
描
い
た
も
の
で
あ
り

の

中

に

も

の

を

書

く

習

慣

を

取

り

戻

ま

す

。

し

、

人

と

人

と

の

心

の

交

流

を

深

め

て

大

洗

郵

便

局

も
ら
う
意
味
を
こ
め
て
設
定
さ
れ
た
も

の
で
す
。
当
局
で
は
、
毎
月
二

日
に
限
り
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一
離
樹
園
繰
構
学

の
募
集
に
つ
い
て

防
衛
庁
で
は
、
一
般
曹
候
補
学
生
の
募
集
受
付
を
8
月
か
ら
始
め
ま
す
。

将
来
自
衛
隊
の
各
職
域
に
お
け
る
陸
・
海
・
均
エ
曹
の
基
幹
委
員
と
な
る
べ
き

者
を
養
成
す
る
制
度
で
す
。

約
2
年
間
の
教
育
課
程
を
終
了
し
、

3
等
睦
・
海
・
空
苗
自
に
昇
任
し
て
各
種

の
部
隊
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ー
、
採
用
予
定
人
員

陸
・
海
田
空
各
約
酬
名

2
、
応
募
資
格

高
卒
(
見
込
み
)
加
歳
未
満
の
者

3
、
受
付
期
間

8
月
1
日
J

9
月
初
日

4
、
応
募
手
続
等

受
験
を
希
望
す
る
方
、
又
は
内
容
等
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
は
、
左
記
へ

問
い
合
わ
せ
下
き
い
。

自
衛
隊
茨
城
地
方
連
絡
部
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